
発言通告書（総括表） 
令和５年第２回定例会 代表質問 

№ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を 
求める者 

１ 
小野議員 

（次世代） 

 

・ 千代田区第４次基本構想を 

踏まえた今後の区政の方

向性と課題について 

 

・ 生成ＡＩへの対応について 

 

 

 

・ 物価高騰対策について 

 

 

・ 子どもの遊び場の創出につ

いて 

 

 

・ 働きやすい職場環境づくり

について 

 

・ 第４次基本構想を踏まえてスタートした新年度の区政運営における課題をどのように

とらえているのか。また、今後の変化の激しい社会において区民生活を守るために、ど

う区政を運営していくのか。 

 

・ 「ＣｈａｔＧＰＴ」をはじめとする「生成ＡＩ」は住民サービスの向上や業務の効率化

につながることが期待できるが、多くのリスクも指摘されている。区として業務への活

用方針を検証し、区民目線に立ったルールを示すべきでは。 

 

・ 長引く物価高騰への対策として本区では独自の給付金も含め広く支援をしてきている

が、さらなる支援についてどのように考えていくのか。 

 

・ 子どもが外遊びを思い切りできる場所が少ない本区において、限られた場所でも多様

な遊びを経験できる「プレイカー」「プレイパーク」のような使い方等、ウォーカブル

の流れも踏まえた遊び場の創出についてどのように考えていくのか。 

 

・ 育児や介護等の事情を持つ職員が、不安を抱えずに働ける職場環境の整備は大変重要。

区の男性職員の育休取得率等の状況や、育児と仕事との両立の体制、女性の管理職増に

必要な環境整備についての区の取り組みはどのようになっているか。 

区 長 

教 育 長 

関 係 理 事 者 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

大坂議員 

（自民党） 

 

 

 

・第４次基本構想の実現に向け

た人事行政について。 

 

 

・少子化対策・子育て支援施策

について。 

 

 

 

・今後の職員定数と第４次基本構想下の人事行政の考え方について。 

・職員の退職と人材の確保・定着への取り組みについて。 

・デジタル化の推進に向けた人材確保と人材育成、中長期的な職員数について。 

 

・政府の骨太方針 2023策定を受け、少子化対策・子育て支援施策について区の基本的な考

え方は。 

・「こども・子育て支援加速化プラン」の推進に向け、国や都との一層の連携が必要と考え

るが、区の見解は。 

・他の自治体で急速に進んでいる給食費無償化について。 

 

 

 

区 長 

教 育 長 

関 係 理 事 者 
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２ 

 

 

 

大坂議員 

（自民党） 

 

・高齢者支援施策について。 

 

・第４次基本構想における、高齢者支援施策に対する区の基本的な考え方について。 

・認知症基本法の成立を受け、区の対応は。 

・今年度以降の敬老事業の展開について。 

 

 

区 長 

教 育 長 

関 係 理 事 者 

３ 
嶋崎議員 

（自民） 

 

１ 風水害対策について 

 

 

 

 

 

２ 区のＤＸの推進体制と進

捗状況等について 

 

 

 

３ 次代を担う子どもたちへ

の教育環境整備について 

 

 

 

 

４ 物価高騰への対応につい

て 

 

 

・ 豪雨の際の冠水対策について、現在、区ではどのような対策を行っているのか、また、

国や都の道路管理者とどのような連携を図っているのかについて伺う。 

・ 災害時における区と警察署、消防署との連携は重要。日頃から情報共有や意見交換を行

うなど、一層の連携強化について伺う。 

・ 千代田区の災害時における情報発信の考え方について伺う。 

 

・ ＤＸの取組みをさらに推進するためには、ＤＸ所管と事業課間の重層的な連携を強化

すべきでは。 

・ マイナンバーカードの普及と活用など千代田区ＤＸ戦略に掲げた具体的な取組みの進

捗状況や、検証による施策内容の見直しに対する見解は。 

 

・ 区として子どもの教育環境をどう考え、施設改築の考え方や理念にどう反映させ、子ど

もの意見をどう踏まえていくのか。 

・ 現在着手している、お茶の水小などの進捗状況等を伺う。また、第１回定例会で提案し 

た同時並行的な整備の取組み状況を伺う。 

・ 複合施設の機能移転などにより、連鎖的に課題解決が図れると思うが、区の見解は。 

 

・ 子育て世帯の負担軽減策として給食費の無償化を図る自治体も増えてきたが、子ども・

子育て支援は、施策全体のバランスの視点や議会とも連携が必要と考えるが、見解は。 

 

区 長 

関 係 理 事 者 
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４ 
米田議員 

（公明） 

子育て支援について 

 

 

 

 

 

 

 

GX・DXの取り組みについて 

 

 

 

 

自転車施策について 

政府は１３日、少子化対策や財源の考え方を示した「こども未来戦略方針」を決定した。児

童手当の拡充や高等教育無償化の対象拡大など子育て支援を充実させる施策が数多く盛り

込まれました。 

そこで、本区としてどのようにとらえているのか。また今後加速化する子ども、子育て施策

をどのように推進していくのか伺う。 

・こども誰でも通園制度 

・学校給食費について 

 

・中小企業・小規模事業者 GXの推進について 

・デジタル人材の確保について 

・セキュリティ対策について 

・VRを活用した取り組みについて 

 

道路交通法の施行により、本年 4 月 1 日から自転車を運転するすべての人のへルメット着

用が努力義務となりました。そこで本区も自転車運転時の更なる安全対策を推進してはど

うか。 

・自転車ヘルメット購入費用の助成を提案する 

区 長 

教 育 長 

関 係 理 事 者 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小枝議員 

（声） 

 

 

 

 

１ 行政・議会等が住民の声を

聞いて計画変更を成し遂げた

成功事例について 

 

 

 

２ 地域清掃における参画協

働の仕組みづくりについて 

 

３ 官と民が協働する団体補

助のあり方について 

 

これまで住民等の声を聞き行政が努力し、方向修正したことで、千代田区の魅力がアップ

し、経費削減、サービス向上になった事例を継承し、職員・区民と共有すべきではないか。

たとえば、赤レンガ東京駅舎、文化学院アーチ、博報堂、昭和館、九段小、旧小川小跡地広

場、神田公園等々、住民等の声により、町並み・広場が保たれ、区営駐車場の中止など区の

財政支出やその後の多額な維持費を免れた事例も数々ある。 

 

ボランティア清掃活動が盛んになっている。一人からでも気軽に参加できる仕組みづくり

を、進めてはどうか。 

 

第４次基本構想に示された将来像は、地域団体との協働があってこそ実現できる。現在「区

商連」や「体育協会」等は、①事務局②拠点施設③財政支援、官民協働のヨコ連携体制が継

続している。障がい者福祉や環境、文化活動にも、同様の連携体制が必要ではないか。 

 

 

 

 

 

区 長 

関 係 理 事 者 
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５ 

 

 

 

 

小枝議員 

（声） 

 

４ 高齢者が外出したくなる

「イス」のある道づくりについ

て 

 

５ 箱根千代田荘の今後につ

いて 

 

 

高齢化社会で歩いて楽しいウォーカブルな道を実現するために座るところが必要、千代田

区の課題意識は。 

 

 

軽井沢少年自然の家は整備の方向が示された。箱根千代田荘は、いつ誰の判断でいかなる理

由で休止になったのかとの問いに説明できない。区の見解と見通しを。 

 

 

区 長 

関 係 理 事 者 

 

６ 
春山議員 

（維新） 

 

○身を切る改革と徹底した透

明化・政治行政改革について 

 

○子育て・教育施策について 

 

 

 

○千代田区のこれからのまち

づくりのあり方ついて 

 

 

・議員定数削減、区長退職金の辞退、常任委員会、特別委員会のインターネット中継を進め

ることに関する、政治家としての区長のお考えをお伺いしたい。 

 

・通学校への復帰指導にこだわり続けるだけでなく、子ども達に多様な選択肢を与える機

会となる不登校特例校の設置や、潜在的な不登校児に対するサポートが必要だと考えるが、

お考えをお伺いしたい。 

 

・近年本区ではまちづくりが停滞、あるいは長期化し区民に不利益が生じるケースが見ら

れる。他の自治体でも既に取り組みが始まっている、行政提案型ではない、「予め多様な立

場の人が将来ビジョンを共有していくプロセス」とその場づくりが必要だと考えるが、この

ような未来型のまちづくりに関して、具体的にどう進めていくべきか、お考えを伺いたい。 

・また、同様に街区のあり方を将来ビジョンとして定めていく必要があるのではないか。更

に商業地域だけでなく、区民の住環境の QOL の向上となるよう、地区計画や総合設計制度

といった制度設計の改善、見直しが必要だと考えるが、それに関する具体的なお考えをお伺

いしたい。 

・アーバニストなど専門人材の育成（人）と具体的なプロジェクト（ハード）との連携が取

れていないのではないか。これらの連携は必須ではないかと考えるが、お考えをお伺いした

い。 

 

区 長 

教 育 長 

関 係 理 事 者 

 


